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概要：コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有空間で，利用者同士が対面で活発なコミュニケー
ションを行うことは，他者の様々な考えに触れることで，個人では得られない成果を生み出す良い機会であ

る．しかし，現在コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有空間で活発なコミュニケーションが

行われているとは言い難い．こうした現状の一つの要因として，見ず知らずの人とのコミュニケーション

を開始することに心理的障壁が存在することが挙げられる．この問題を解決するため，我々は匿名性に焦

点を当て，ユーザのコミュニケーション時の匿名性を段階的に変化させることができるシステムを提案し

ている．本稿では，提案システムの必要性を調査することを目的として実施したアンケートの報告を行う．
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1. はじめに

チャットアプリケーションやビデオ会議システムなど，

遠隔コミュニケーション手段が豊富になってきている．一

方で，コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有

空間の増加からもわかるように，対面でコミュニケーショ

ンを行うことも依然として重要視され続けていると考えら

れる．コワーキングスペースやシェアオフィスなどの共有

空間で，利用者同士がコミュニケーションを行うことは，

他者の様々な考えに触れることで，個人では得られない成

果を生み出す良い機会である．しかしながら，現在共有空

間で見ず知らずの人同士の活発なコミュニケーションが行

われているとは言い難い．こういった現状の一つの要因と

して，見ず知らずの人とコミュニケーションを開始する際

に心理的障壁を感じる人が一定数存在することが考えられ

る．我々はユーザの匿名性に着目し，ユーザの状態を匿名

から非匿名に段階的に変化させることのできるシステムを

提案している [1]．このシステムは 5段階のコミュニケー

ションフェーズからなり，初めのフェーズほど匿名性は高
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く，後のフェーズに移行するにしたがって匿名性が低くな

る．提案システムにより，共有空間において見ず知らずの

人同士の活発なコミュニケーションが行われるようになる

ことが期待される．本稿では次の 2つを目的として実施し

た調査の報告を行う．

• 提案システムの必要性を確認すること
• 共有空間において，見ず知らずの人とコミュニケー
ションを行う際にユーザが感じる心理的障壁の要因を

把握すること

2. 関連研究

見ず知らずの人とコミュニケーションを開始しようと考

えても話しかけるきっかけがない場合が多い．このため，

システムがコミュニケーションのきっかけをユーザに提

示する研究事例がある．きっかけとして用いられるのは，

ユーザ同士の共通点 [2][3][4][5][6]，ユーザの求めている情

報 [7]，自己開示項目 [2],ユーザのプロフィール [8]などで

ある．研究 [2]では，ユーザの自己開示を促進することを

ねらい，システムがユーザに，初対面の相手と会話する際

の話題として自己開示項目を提示している．研究 [3]では，

事前アンケートをもとにした共通のネガティブな情報を提

示することにより，初対面同士の人の会話のきっかけを作
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るシステムの提案をしている．研究 [4]では，SNSから取

得したイベント参加者の情報をもとに，ユーザに他の参加

者との共通点を提示するシステムを提案している．研究 [5]

では，他者との交流のきっかけとして双方が興味のあるコ

ンテンツを大型ディスプレイに表示するシステムを提案し

ている．この研究では大きく分けて 2つのシステムを提案

しており，一方は，ユーザ同士がディスプレイの前で対面

すると双方が興味のあるコンテンツを画面に表示する．も

う一方は，地図上の場所がシステムによって指定される．

ユーザはこれらの情報をきっかけに，コミュニケーション

を行う．研究 [6]では，スクリーンに映ったユーザの影と他

のユーザの影を結んだ後，ユーザ間の共通の話題を提示す

ることで会話を促進するシステムを提案している．研究 [7]

では，共有空間のディスプレイにユーザが求めている情報

を表示することで，それを見かけた人から情報の提供を受

けることができるシステムを提案している．研究 [8]では，

懇親会参加者が自らが公開を許可した個人情報を一時的に

他の懇親会参加者に共有することができるシステムを提案

している．システムを通して個人情報を共有することで，

ユーザが初対面の他の参加者と対話を開始するきっかけを

作っている．研究 [9]では，初対面の人と情報交換をする

際に，連絡先の代わりにちぎった紙を渡すシステムを提案

している．研究 [10]では，サードプレイスにおいてディス

プレイを発端として，コミュニティの形成を行うシステム

の提案を行っている．

3. 研究課題

2章の関連研究のシステムを共有空間内の見ず知らずの

人同士で使用することを考えた際，次のような問題点が考

えられる．

第 1に，見ず知らずの人と対面でコミュニケーションを

開始することに心理的障壁があるという点である．対面で

コミュニケーションを行う際は，自身の状態が匿名から非

匿名へと切り替わる．自身の匿名性がなくなることに抵抗

を感じる人は一定数存在すると考えられる．これはイン

ターネット上の匿名掲示板などの自身の匿名性が担保され

た状態でのコミュニケーションが盛んであることからも

想像できる．加えて，自分から声をかける場合に，相手に

断られるのを不安に感じる人や，話かけてよいタイミング

なのか分かりかねる人も多いと考えられる．この問題点に

対し関連研究では，ユーザは見ず知らずの人に話しかける

きっかけを得ることはできるが，先に述べた，対面コミュ

ニケーションを開始しようとする際に生じる特有の気まず

さは解決されていない．

第 2に，自分と関心事が一致する見ず知らずの人を発見

することに手間がかかるという点である．関連研究のシス

テムでは，ユーザは自分と他者の共通の趣味などの共通点

を把握することができる．しかしながら，システムの利用

に際して，事前準備としてプロフィールなどの作成を行う

必要がある．ふと訪れた共有空間で事前準備を行う必要が

生じるのは，ユーザにとっては好ましくないと考えられる．

第 3に，同じ質問・意見を抱える人同士のマッチングは

既存研究でもなされているものの，その精度は十分でない

点である．既存研究では，対面して始めて，同一空間内で

自分と同じ質問・意見を抱える人を発見することができる．

万が一対面しなかった場合マッチングすることはない．

第 4に，既存の匿名掲示板を利用することで，自分と同

じ質問・意見を抱える人とマッチングすることはできるが，

コミュニケーションはオンライン上のみで完結するという

点である．一般的に対面コミュニケーションは身振りなど

のノンバーバル情報を含んでおり，チャットのみのコミュ

ニケーションに比べてリッチなコミュニケーション手段で

あると考えられる．加えて，共有空間は見ず知らずの他者

と対面でコミュニケーションをとることができる環境であ

るため，非対面コミュニケーションのみならず，対面での

コミュニケーションを支援した方がよいと考えられる．

上述のことを踏まえて，我々は次の 2つを研究課題とし

て設定する．

• 見ず知らずの人と対面・非対面問わず議論をする際の
心理的障壁を緩和する．

• 共有空間で自分と同じトピックに興味を持つユーザを
発見できるようにする．

本稿では我々が研究課題の達成を目指し提案しているシス

テム [1]の，必要性の調査および，共有空間において見ず

知らずの人とコミュニケーションを行う際にユーザが感じ

る心理的障壁の要因の調査を行う．

4. 提案手法

共有空間において，見ず知らずの人とコミュニケーショ

ンを開始する際に心理的障壁が生じる理由は，自身の状態

が匿名から非匿名にすぐさま変化してしまうためであると

考えられる．このことから，我々は，見ず知らずの人が相

手でも，ある程度匿名状態でチャットなどの対話を行った

後であれば，コミュニケーションの方式が対面に変わって

もユーザの心理的障壁が軽減されるという仮説をたてた．

この仮説をもとに，ユーザの状態を匿名から非匿名に段階

的に変化させることのできるシステムを提案する．提案手

法のコンセプトを図 1に示す．このシステムは 5段階のコ

ミュニケーションフェーズから構成されている．各コミュ

ニケーションフェーズの詳細は次のとおりである．

各コミュニケーションフェーズの詳細

Aware

共有空間内にいるユーザがスマートフォンで投稿した

質問・意見が，デジタルサイネージに匿名で表示され

る．ユーザは質問・意見を匿名で投稿できるため，気
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軽にコミュニケーションのきっかけを作ることができ

る．共有空間内のユーザは自分が興味ある質問・意見

を認識することができる．

Agree

ユーザは匿名を保ったまま，興味ある質問・意見に同

意を示すことができる．他のユーザとの意見交換を必

要とせず，投稿した質問・意見へどれくらいの人が同

意を示すか知りたいユーザが考えられるため，次の

フェーズ Discuss(anonymous, remote) に移行するか

は，質問・意見の投稿者と質問・意見に同意したユー

ザ次第である．

Discuss(anonymous, remote)

ユーザは，興味ある質問・意見の投稿者とスマートフォ

ン上のチャットで匿名を保ったまま意見交換できる．

チャットの最中，相手と対面でのコミュニケーション

をとりたいと感じた場合，ユーザの所持するスマホ・

PCの端末上から対面要求を送ることができる．

Discuss(anonymous, F2F)

お互いが対面要求を出した場合のみ，それをお互いが

認識でき，匿名を保ったまま F2F（対面）意見交換に

移行できる．対面要求が 1方向のみの場合に，相手に

対面要求を出したことが伝わってしまうと，相手が対

面でのコミュニケーションを望んでいないとき恥をか

いてしまう．相手としても自分も対面要求を出さなく

てはと心理的負担を感じてしまう恐れがある．このた

め，双方が対面要求を送信した場合にのみ通知するよ

うにしている．

Discuss(onymous, F2F)

匿名 F2F意見交換の最中，互いが合意したら実名での

コミュニケーションに切り替える．このフェーズへの

移行はシステムは直接のサポートはしない．

初めのフェーズほど匿名性は高く，後のフェーズに移行す

るにしたがって匿名性が低くなる．ユーザは無理に最後の

フェーズまで移行する必要はなく，自分に合ったコミュ

ニケーションスタイルを選択できる．加えて，ユーザは提

案システムに自身の質問・意見を自由に投稿することがで

きる．投稿された質問・意見を共有空間内のデジタルサイ

ネージ上に表示することで，同じトピックに興味を持つ

ユーザを発見できるようにする．上記のことから，提案手

法により，見ず知らずの人と対面・非対面問わずコミュニ

ケーションを行う際の心理的障壁を軽減すること，同一空

間内にいる関心事が共通している他者を発見することがで

き，3章で述べた研究課題が達成できると思われる．

5. 調査

5.1 調査の目的

本調査の目的は次の 2つである．

調査目的 1

図 1 提案手法のコンセプト

表 1 共有空間ユーザへのアンケート

番号 質問内容

Q1 知り合いと一緒に作業を行える

Q2 勉強・仕事に一人で集中して取り組める

Q3 自分の勉強・仕事に協力してくれる人と出会える

Q4 自分の勉強・仕事に対して第三者から客観的な意見をもらえる

Q5 第三者がいることで作業が捗る

Q6 見ず知らずの人に開示してほしい・開示してもよい情報はなにか

表 2 共有空間運営者へのインタビュー

番号 質問内容

Q1 利用している人の使い方について

Q2 運営する共有空間がどのような場所でありたいか

共有空間のユーザ・運営者それぞれが抱く共有空間の理想

と，現実の乖離を把握し，提案手法の必要性を確かめる．

調査目的 2

共有空間における他者とのコミュニケーションに対する

ユーザの心理を把握し，システム設計に反映する．

5.2 調査方法

調査は共有空間ユーザと共有空間運営者それぞれに行う．

共有空間のユーザに対しては提案手法の必要性および，

共有空間において見ず知らずの人に話しかける・話しかけ

られる際の心理的抵抗に関するアンケートを実施した．ア

ンケート内容を表 1に示す．回答者は計 15名（20代・学

生）であった．アンケートの Q1～Q5は調査目的 1を達成

するために，Q6は調査目的 2を達成するために用意した．

Q1～5では，一つの質問項目に対し，ユーザが共有空間に

求める理想と，実際に共有空間を利用した際にどうであっ

たかを “そう思う”か “そう思わない”の 2択で回答しても

らった．Q6は，共有空間において見ず知らずの人に話し

かける・話しかけられるシーンを想定してもらい，相手に

どんな情報を開示して欲しいか，また，自分はどんな情報

を開示できるか回答してもらった．

共有空間運営者に対しては半構造化インタビューを行っ

た．あらかじめ用意した質問を表 2に示す．回答者は 4名

（コワーキングスペース運営者 3名，ラーニングコモンズ

運営者 1名）であった．

― 1036 ―
© 2021 Information Processing Society of Japan



5.3 調査結果・考察

5.3.1 共有空間ユーザへのアンケート

共有空間ユーザへのアンケート Q1～5 に対し “そう思

う”と回答した人数を図 2に示す．図 2中，青色がユーザ

図 2 ユーザが共有空間に抱く理想と現実

の抱く共有空間の理想を，灰色がユーザの感じる共有空間

の現実を表している．

Q1の “知り合いと作業を一緒に行える”を共有空間の理

想とする回答者は 15名中 12名（80%）であった．現実に

行えている回答者は 15名中 11名（73%）であった．この

ことから，共有空間を見ず知らずの人とでなく，知り合い

と一緒に作業できる場所と捉えている人が多いことが示唆

された．これは，ユーザが知り合いとグループワークを課

せられた際や研究議論を行おうとした際に，議論を行う場

が必要になり，共有空間が利用されるためであると考えら

れる．Q1について理想と現実の乖離は小さかった．ユー

ザが共有空間を利用する際に，知り合いを誘うことは難し

くないため，このような結果が得られたと考えられる．

Q2の “勉強・仕事に一人で集中して取り組める”を共有

空間の理想とする回答者は 15名中 7名（47%）であった．

現実に行えている回答者は 15名中 7名（47%）であった．

ユーザの理想である，勉強・仕事に一人で集中して取り組

めることと，共有空間で実際に行えていることの乖離は小

さいことが確認された．これは，ユーザが共有空間を一人

で集中して作業を行える場所と捉えている人も多かったた

めだと考えられる．実際，知り合いなど他者と利用しよう

と考えると，呼びかけや時間の調整を行う手間が生じる．

加えて，利用する時間の長さもグループ単位で決定される

ことが多い．ユーザ自身の自由なタイミングで好きなだけ

作業を行うことを考えた際には，一人での利用が選ばれる

ことが予想される．

Q3の “自分の勉強・仕事に協力してくれる人と出会え

る”を共有空間の理想とする回答者は 15名中 4名（27%）

であった．現実に行えている回答者は 15名中 2名（13%）

であった．Q3について理想と現実に乖離が見受けられた．

ユーザは共有空間を利用しても，自身に協力してくれる他

者に出会うことが難しいことが示唆される．共有空間を一

人で利用している場合，他の人から話しかけられることは

あまりないことだと予想される．話しかける側は，一人で

利用している人は作業に集中していて話しかけられたくな

いのか，話しかけてもよいのか判断することは難しいと思

われる．同様の理由で，自分から話しかけることもあまり

ないと予想される．相手が複数人で利用している場合，議

論を遮ってしまうことを恐れて，話しかけにくいことが予

想される．このような理由で，実際に行えた人が少ないと

いう結果になったと考えられる．

Q4の “自分の勉強・仕事に対して第三者から客観的な意

見をもらえる”を共有空間の理想とする回答者は 15名中 6

名（40%）であった．現実に行えている回答者はいなかっ

た．Q4について理想と現実に乖離が見受けられた．共有

空間で見ず知らずの人から意見をもらえる機会があるとす

れば対面でのコミュニケーション時に行われると考えられ

る．このため，Q3と同様に，ユーザは共有空間を利用し

ても，自身に協力してくれる他者に出会うことが難しいと

いう問題があり，現実に行えている人がいないという結果

になったと考えられる．

Q5 の “第三者がいることで作業が捗る” を共有空間の

理想とする回答者は 15名中 6名（40%）であった．現実

に行えている回答者は 15名中 3名（20%）であった．Q5

について理想と現実に乖離が見受けられた．Q5に対し現

実に行えたと回答したした人は，第三者が作業を同じ空間

で行っていることで，自身も作業に取り組む気持ちになる

ユーザの可能性がある．一方で，“第三者がいることで作

業が捗る”を理想としつつも現実に行えなかったユーザは，

第三者とのコミュニケーションが発生することによって

自身の作業が捗ることを期待していたものの，先の Q3の

ユーザは共有空間を利用しても，自身に協力してくれる他

者に出会うことが難しいという問題によって困難であった

ためであると考えられる．

乖離が見受けられなかった項目は知り合いとの共同作

業，一人での作業に関する項目であった．乖離が見受けら

れたのは見ず知らずの人が関係する項目であった．このよ

うに，共有空間において，見ず知らずの人との関わりを理

想とする人がいるのに対し，現実ではそれが行えていない

ことから，提案手法によって見ず知らずの人同士のコミュ

ニケーションを支援する必要性があると考えられる．ただ

し，今回の調査の回答者は全員が学生である．社会人の抱

く共有空間の理想と現実の乖離は，今回の結果とは異なる

可能性がある．

続いて，共有空間において，見ず知らずの人に話しかけ

る・話しかけられる際に，ユーザ自身が開示できる情報と

ユーザが他者に開示してほしい情報の回答結果を図 3に示

す．自分が開示できる情報・相手に提示してほしい情報と

して，性別，年齢層，社会的立場，名前という回答結果が

得られた．そもそも話かけようと思わないという回答も得
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図 3 見ず知らずの人に話しかける・話しかけられる際に

開示できる情報，開示してほしい情報

られた．各回答の人数を図 3に示す．

性別を自分が開示できる情報として回答した人数は 15

名全員であった．相手に開示してほしい情報として回答し

た人数は 15名中 12名（80%）であった．

年齢層を自分が開示できる情報として回答した人数は 15

名中 12名（80%）であった．相手に開示してほしい情報と

して回答した人数は 15名中 9名（60%）であった．年齢層

は外見からおおよその検討がつくため回答人数が比較的多

い結果となったと思われる．

社会的立場を自分が開示できる情報として回答した人数

は 15名中 7名（47%）であった．相手に開示してほしい

情報として回答した人数は 15名中 5名（33%）であった．

性別，年齢層に比べて開示できると回答した人数は少なく

なった．年齢層が外見からある程度推測できることである

のに比べ，社会的立場は外見からは推測しにくい．このこ

とから，ユーザは外見から判断しにくい情報を開示するこ

とに，抵抗を感じている可能性がある．一方で，相手に開

示してほしい情報としては性別，年齢層，社会的立場，名前

の中でもっとも回答人数が少なかった．コミュニケーショ

ンを行う際に，相手の立場が分かっていると，遠慮して思

うように発言できないことも考えられる．このため，相手

の立場を知らない方がかえって気兼ねなく話せるというこ

とで，このような回答結果が得られた可能性がある．

名前を自分が開示できる情報として回答した人数は 15

名中 7名（47%）であった．相手に開示してほしい情報と

して回答した人数は 15名中 5名（33%）であった．先に述

べた，ユーザは外見から判断しにくい情報を開示すること

に，抵抗を感じる可能性があるという推測は名前にも当て

はまる．有名人でもない限り，名前は外見から判断できな

い．社会的立場に比べて名前の方が，相手に開示してほし

い情報の回答人数が高かった理由は，相手の名前を呼ばず

には円滑なコミュニケーションが行いにくいためであると

考えられる．呼びかける際や，相手尋ねる際など，相手の

名前を呼ぶシーンはコミュニケーションにおいて複数回存

在する．この際に相手の名前が分からないとコミュニケー

ションの妨げとなる．

相手に話しかけないと回答した人数は 1名であった．一

人での集中して作業を行うことを共有空間の利用目的とし

ていた場合，相手に話しかける必要がないため，この回答

が得られたと考えられる．

5.3.2 共有空間運営者へのインタビュー

あらかじめ用意した Q1“共有空間を利用している人の利

用方法について”に対して，ラーニングコモンズ運営者か

ら “高校生はグループ学習で利用することが多いのに対し，

大学生は比較的個人で学習を行うことが多い”という回答

が得られた．高校生は同じクラスの生徒同士で授業内の課

題に取り組むために利用する．一方で，大学生は同じクラ

スであっても履修する科目によっては課題が異なるため，

共同作業を目的として共有空間を利用する知り合いがおら

ず，個人で共有空間を利用する可能性が考えられる．Q2“

運営する共有空間がどのような場所でありたいか”に対し

て，共有空間の運営者から “学科のコミュニティでは自分

に合う人を見つけられなかったとしても，場を共有する仲

間に出逢える場所を提供したい”，“第三者と共同して新し

いことに挑戦できる場所を提供したい”という意見が得ら

れた．運営者の意見は総じて，共有空間を空間を共有する

他者と出会い，共同して何かに取り組める場所としたいと

いうことであった．これは一定数のユーザが個人でのみ作

業に取り組んでいるという現在の共有空間の現実と乖離が

ある．そのため，運営者の理想を実現するための一助とし

て，提案手法によって見ず知らずの人同士のコミュニケー

ションを支援する必要性があると考えられる．

5.4 調査のまとめ

共有空間ユーザへのアンケートからは，ユーザが見ず知

らずの他者との関わりを，共有空間の理想として望んでい

ることが確認された．しかしながら，実際は見ず知らずの

他者と関わることができていないという事実も確認され

た．この理想と現実の乖離を軽減させるためにも，提案手

法のように見ず知らずの人同士のコミュニケーションを支

援する必要性があると示唆された．

共有空間においてユーザが見ず知らずの他者とのコミュ

ニケーションを行う際の心理的抵抗について調査するた

めのアンケートからは，外見から判断しにくい “社会的立

場”，“名前”については，自分の情報を開示してもよいと

回答する人数が減少することが確認された．話しかける際

に相手に開示してほしい情報に関しては，“性別”“年齢層”

と回答する人数が多かった．

共有空間運営者へのインタビューからは，共有空間ユー

ザには空間を共有する他者と共同して作業を行える場とし

てほしいと望んでいることが確認された．しかしながら，

現状は空間を共有するユーザ同士での作業は活発に行われ

ていない．共有空間運営者へのインタビューからも，提案

手法の必要性が示唆された．
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6. おわりに

我々は，共有空間における次の 2つの問題を解決するた

めに，ユーザの状態を匿名から非匿名に段階的に変化させ

ることのできるシステムを提案している．

• 共有空間ユーザが見ず知らずの人とコミュニケーショ
ンを開始する際には，心理的障壁が生じる問題

• 共有空間ユーザが共有空間で自分と同じトピックに興
味を持つユーザを発見することは困難である問題

本稿では提案システムの必要性を明らかにするため，共有

空間ユーザおよび共有空間運営者が抱く理想と現実の乖離

をアンケート・インタビューによって調査した．調査の結

果からは，共有空間ユーザ・運営者ともに，理想と現実に

乖離があり，提案手法の必要性が示唆されることとなった．

本研究の今後の課題は，共有空間において，見ず知らずの

人とコミュニケーションを行う際にユーザが感じる心理的

障壁の要因についての調査を継続して行い，得られた知見

をもとに，現在のプロトタイプシステムを改善することで

ある．加えて，実際の共有空間で提案システムを運用し，

システムの有効性の検証も行っていく．
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